












要約 平成 6 年度の調査対象で本年度も再調査が可能であった 203 名の心身症小児につい

て調査を行った。受診時の身体症状は、対象全体では腹痛が 34%と最も多く、頭痛 33%、

嘔気 18%であり、診断や治療の確立された 7 疾患(排泄障害、チック障害、睡眠障害、摂

食障害、周期性嘔吐症、過換気症候群、気管支喘息)を除いた 97 名では、腹痛 55%、頭痛

55%、嘔気 29%と高率にみられた。これより発症初期の心身症小児を抽出するためには、

頭痛、腹痛、嘔気の3症状の有無に注意する必要があると思われた。また背景因子が消失

したものの中では、症状の消失が 49%、軽減して持続が 33%、同様に持続 18%であった。

これは背景因子が消失しなかつたものより良好ではあるが、大きな差ではなかつた。消失

した背景因子は、学校では友人との間題 18%、精神的いじめ 15%、担任との問題 11%、家

庭では、過干渉 19%、母親との問題 14%などであった。消失した症状としては、背景因子

が消失したもので頭痛 29%、腹痛 24%、微熱 15%、鴫気 11%などであったが、背景因子が消

失しなかったものでもやや低率ではあるが同様の症状が消失していた。今後操作可能な背

景因子を同定しその除去が科学的に有効といえるのか、あるいはどのような症例で有効な

のか調査を行う必要がある。


